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  令和 ６年１２月１６日 

SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 大仙市内小友字山根 89－31 
名 称 株式会社花火創造企業  
代表者 代表取締役社長 小松 忠信 

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ４年 １月１７日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

社会 

☐環境 

地域資源「大曲の花

火」ブランドを活用

した地域経済再生 

近年における急速な少子高

齢化、若者の県外流出によ

り疲弊した地域経済を再生

するため「大曲の花火」ブ

ランドを活用した通年観光

の実現と雇用機会の創出を

行う。 

旅行会社を通じてインバ

ウンドを目的とした花火

体験プログラムを商品化

した。 

（2023→2024） 

８ 

１１ 

１７ 

経済 

社会 

☐環境 

健康増進への取組 

平成 29 年に認定を受けた

健康宣言認定をもとに社員

の健康増進に積極的に取り

組む。 

大仙市が実施している健

幸プロジェクトに申し込

み全従業員に対して活動

量計を配布しタア世代に

渡る健康づくりを実施し

ている。 

（2021→2024） 

３ 

８ 

☐経済 

社会 

環境 

花火師育成及び雇用

の創出 

社員の積極的な研修会への

参加。 

地域の子供たちに対して

「ふるさと教育」の実施。 

業界団体が実施する技術と保安の研修会

に参加した。 

「ふるさと教育」の一環として小中高生

を対象とした花火工場見学及び模擬花火

玉づくり体験を開催し花火文化の啓蒙に

努めた。 

（2021→2024） 

４ 

８ 

１１ 

 

「大曲の花火」文化を通して、人々に夢と感動を届けるとともに、世界に誇る芸術である日本の花火文

化の更なる発展に寄与し、地域社会との協調のもと、元気で豊かな街づくりに貢献いたします。 

 

株式会社花火創造企業 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


